
2018/05/  №4                                        教育課程・学力向上委員会  

                                 「明日はヒノキになろう！」 

                                                努力は無限！ 

                                            「授業を大切にしよう!!!」 

 

◆◇◆テストの受け方◆◇◆ 
１6 日（木）・１７日（金）に中間テストが実施されます。日頃の授業の成果をこれで確かめます。３

年生は、4 月に全国学力調査を受験しましたが、もう一度ここで「テストの受け方」を確認しておきま

しょう。定期テストは、自分の努力の成果をはかるだけでなく、入試の練習でもあるので、真剣な態

度で受験をして欲しいと思います。 

 

★テストの受け方        

1．テスト（高校入試も含む）は、授業と同じように正しい服装で受験します。 

テストに限らず、授業では常に服装など身だしなみに気をつけて下さい。   

※正しい服装のできていないと教室に入れないことがあります。 

２．机の中は、空っぽにし、カバン・荷物はロッカーの上に、または教室の前に移動

しておきます。机の上には、筆記道具以外は置いてはだめです。 

 机の横にシューズ袋などをかけるのもだめです。     

定規やコンパスなどが必要な場合は、試験前日に連絡があります。 

３．テスト開始５分前には、着席しておきます。   

テストとテストの間の休憩時間は、１０分間です。この間に、トイレなど必要な人は、必ず 

すませておきます。  

４．監督の先生が、教室に来たら、「私語」は厳禁です！！ 

高校入試は、とても静かな環境で実施されています。そのため、とても緊張します。 

静かな環境で、緊張感を持ってテストにのぞむ習慣をつけておくことが、入試の緊張になれ

ることにつながります。 

５．配布された問題用紙や解答用紙は、裏向きにして後ろの人にまわします。 

テストの開始まで、問題用紙や解答用紙を見てはいけません。 

６．監督の先生の「始め」の合図で鉛筆を持ち、解答用紙に組・番号・氏名を書きます。 

テストで名前がない場合、誰の答案かわかりません。入試では、名前や受験番号を書かな

いと、０点になる場合もあります。最初に、解答用紙に氏名などを書くようにしましょう。 

７．印刷がわかりにくい、問題用紙が白紙などの場合、静かに挙手します。   

問題用紙や解答用紙の印刷がわかりにくい場合や、白紙などの場合、静かに挙手して、

用紙を変更してもらいます。また、監督の先生は、問題内容についての質問は答えません。

定期テストでは、教科の先生が教室に来ますので、その時に質問するようにします。 

８．テスト中、きょろきょろするなど、不審な行為はカンニングとみなされます。 

テストのときに、落ち着きがなく、きょろきょろ周りを見たり、答案用紙を見ずに手元ばかり見て

いると、高校入試では、不正行為(カンニング)と見なされます。カンニングをしたテストは、０

点となります。（他人に答案を見せる行為もカンニングです。）受験をする際、「解答用紙

は、必ず机の真ん中にくる。」ように習慣をつけていきます。みんなで「カンニングをさせな

い！！カンニングを許さない！！」環境を作りましょう。  

９．テスト中、トイレなどの理由で途中退出した場合、解答用紙は回収します。  

教室に戻ったら、監督の先生から、新しい別の解答用紙をもらい、テストを引き続き受けま

す。解答は、退出までに答えたものが有効となります。まだ手をつけていない問題は、新たに

もらった解答用紙に答えを書くことができます。なお、２枚の答案の採点については、先生た

ちで協議して決定します。テスト中、トイレに行く癖がついてしまうと、入試でもトイレに行きたく

なるようになってしまいます。また、体調を崩していると、なかなか本当の自分の力を発揮でき

ません。      

10．監督の先生の「やめ」の合図で素早く筆記用具は置きます。  

11．監督の先生が、解答用紙の確認をしている間、自分の席で静かに待ちます。 

  監督の先生の指示があるまで、テストは続いています。先生の指示があるまで、私語なしで

待つことができることも大切です!!       

 

以上の注意をしっかり守るようにして下さい。 

 もし、テスト中にこの約束事を守れず、他の人に迷惑をかけて、静かに受

験する環境をこわすような行為があった場合は厳正に対処(たいしょ)します。

（教室から抜き出して指導をし、受験をさせない場合もあります。） 

 

 

 

 

 


